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戸
報
告
V
平
成
一
五
年
度
一
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ぽ
食
べ
終
え
た
頃
に
議
員
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
始
ま
る
。
そ
の
後
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
く
じ
が
延
々
と
続
く
。
お
目
当
て
の
輸
に
な
っ
た
原
住
民
風
の
踊
り
い
っ
始
ま
る
か
と
待
て
ど
も
、
カ
ラ
オ
ケ
ば
か
り
。
円
陣
舞
踊
が
無
い
の
と
併
せ
、
都
会
の
特
徴
か
。
一
人
去
り
、
二
人
去
り
で
、
数
名
に
な
ァ
っ
た
の
で
挨
拶
を
し
て
引
き
揚
げ
る
。
パ
ス
を
乗
り
違
え
、
タ
ク
シ
ー
で
帰
宿
。
L
K
か
ら
電
話
、
昨
日
の
日
本
料
理
庖
あ
ま
り
に
遠
い
の
で
、
い
っ
そ
の
こ
と
中
央
研
究
院
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ど
う
か
と
の
提
案
。
た
し
か
に
、
往
復
に
神
経
使
う
よ
り
手
軽
に
す
む
。
中
研
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
コ
l
ス
料
理
待
た
せ
る
わ
り
に
味
は
普
通
。
食
後
、
中
研
一
階
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
コ
ー
ヒ
ー
、
蕎
穣
茶
、
洋
柑
橘
茶
を
酒
落
た
ガ
ラ
ス
ポ
ツ
ト
で
た
っ
ぷ
り
味
わ
う
。
二
十
四
時
五
十
分
就
床
。
今
回
の
調
査
の
成
果
は
、
台
北
市
内
の
原
住
民
の
生
活
の
あ
り
方
を
、
仕
事
、
団
地
、
教
会
な
ど
の
側
面
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
都
市
原
住
民
の
状
況
が
具
体
的
に
イ
メ
l
ジ
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
三
十
三
年
ぶ
り
の
再
会
を
と
お
し
て
、
根
の
明
ら
か
な
一
人
の
ケ
l
ス
を
追
え
た
。
客
家
に
つ
い
て
は
、
苗
栗
五
湖
を
例
と
し
て
田
舎
の
変
貌
と
都
会
の
往
来
に
つ
い
て
の
資
料
が
得
ら
れ
た
。
台
湾
の
ス
ポ
ー
ツ
教
育
調
査
研
究
員
宇
佐
美
隆
憲
期
二
O
O
三
年
一
二
月
一
七
日
l
二
O
日
間
二
五
人
調
査
地
台
湾
台
北
調
査
は
当
初
、
八
月
な
い
し
九
月
に
予
定
し
て
い
た
が
、
∞
K
F
見
ω
の
流
行
に
よ
っ
て
調
査
を
見
合
わ
せ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
時
期
に
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
活
動
内
容
の
概
要
を
報
告
す
る
。
一
七
日
午
後
に
台
湾
到
着
。
台
湾
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
後
藤
武
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
出
迎
え
を
受
け
、
ホ
テ
ル
到
着
後
、
後
藤
研
究
員
か
ら
台
湾
の
現
状
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
明
日
か
ら
の
訪
問
先
と
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
夜
に
三
沢
研
究
員
と
合
流
し
、
食
事
を
し
つ
つ
情
報
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。
一
人
目
、
午
前
九
時
に
ホ
テ
ル
で
後
藤
研
究
員
と
中
国
文
化
大
学
教
育
系
兼
任
教
授
で
あ
る
李
聴
明
先
生
と
待
ち
合
わ
せ
、
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
後
、
そ
の
ま
ま
行
政
院
体
育
委
員
会
運
動
施
設
慮
へ
移
動
し
、
そ
こ
の
副
慮
長
で
あ
る
胡
散
邦
氏
と
面
会
し
た
。
氏
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
台
湾
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
競
技
ス
ポ
l
ツ
と
余
暇
ス
ポ
ー
ツ
の
二
本
の
柱
の
下
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
運
動
施
設
慮
は
一
方
に
こ
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
l
ム
の
選
手
の
強
化
を
目
指
し
た
施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
、
余
暇
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
事
業
と
し
て
「
全
民
大
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
全
民
大
会
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
が
出
場
す
る
競
技
大
会
と
国
民
の
誰
も
が
参
加
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
余
暇
ス
ポ
l
ツ
が
あ
り
、
そ
れ
が
毎
年
交
代
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
午
後
に
曽
一
士
国
立
国
父
記
念
館
副
館
長
に
お
会
い
し
、
資
料
を
い
た
だ
い
た
。
三
時
か
ら
教
育
部
で
呉
明
清
常
務
次
長
な
ら
び
に
髄
育
司
の
洪
嘉
文
科
長
、
教
育
部
国
際
文
化
教
育
事
業
慮
の
林
黙
章
一
等
秘
書
、
郭
秋
義
駐
外
文
化
専
員
ら
と
面
会
し
、
現
在
難
教
育
部
で
行
っ
て
い
る
活
動
内
容
と
教
育
政
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と
共
に
、
関
連
資
料
の
提
供
を
戴
い
た
。
一
九
日
は
、
昨
日
の
行
政
院
体
育
委
員
会
運
動
施
設
慮
で
説
明
を
、
つ
け
た
運
動
施
設
の
現
場
を
見
学
し
、
そ
の
後
博
物
館
な
ど
を
廻
り
、
実
際
に
資
料
と
な
り
う
る
モ
ノ
の
撮
影
を
お
こ
な
っ
た
。
二
O
日
は
午
後
便
で
帰
国
し
た
。
台
湾
に
お
け
る
地
方
議
会
選
挙
制
度
調
査
研
究
員
藤
俊
佐
日
時
二
O
O
三
年
二
一
月
一
一
二
日
1
二
八
日
調
査
地
t、
口
湾
台
北
市
、
花
蓮
市
、
淡
水
鏡
台
北
到
着
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
後
藤
先
生
と
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
打
合
せ
。
一
二
月
二
二
日
出
発
二
三
日
、
国
立
政
治
大
学
法
律
学
系
の
江
玉
林
・
助
理
教
授
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
同
大
学
の
選
挙
研
究
中
心
(
選
挙
研
究
所
)
を
訪
れ
た
。
所
長
は
出
張
中
の
た
め
副
研
究
員
の
端
清
金
氏
よ
り
、
台
湾
の
中
央
(
国
政
レ
ベ
ル
)
と
地
方
(
自
治
体
レ
ベ
ル
)
選
挙
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
方
レ
ベ
ル
の
直
轄
市
、
勝
、
牒
轄
市
、
郷
、
鎮
、
市
は
、
日
本
と
同
様
の
二
元
代
表
制
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
選
挙
実
態
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、
特
に
地
方
選
挙
は
不
透
明
性
が
強
い
と
い
う
。
ま
た
、
同
研
究
所
が
実
施
し
て
き
た
国
政
レ
ベ
ル
の
世
論
調
査
結
果
の
資
料
提
供
と
そ
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
主
目
的
が
地
方
(
自
治
体
レ
〈
報
告
〉
平
成
一
五
年
度
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ル
)
の
選
挙
制
度
と
実
態
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
選
挙
デ
l
タ
等
を
入
手
す
る
た
め
、
内
務
部
中
央
選
挙
委
員
会
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
翌
日
、
同
選
挙
委
員
会
の
第
一
組
組
長
で
あ
る
余
明
賢
氏
を
訪
問
し
た
。
同
氏
よ
り
、
改
め
て
選
挙
制
度
の
説
明
と
資
料
提
供
を
受
け
た
。
た
だ
し
、
選
挙
結
果
の
デ
1
タ
は
、
地
方
選
挙
の
結
果
も
含
め
て
す
べ
て
H
P
に
入
力
し
て
あ
る
の
で
出
版
物
は
特
例
を
除
い
て
提
供
で
き
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
E
P
に
入
力
し
て
あ
る
デ
1
タ
を
み
せ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
そ
の
検
索
等
を
現
場
で
実
際
に
試
し
て
み
た
。
二
五
日
は
、
内
政
部
民
政
司
を
訪
れ
た
。
後
藤
先
生
の
友
人
で
あ
り
、
現
在
、
政
府
改
造
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
台
湾
大
学
法
律
学
院
の
察
茂
寅
・
教
授
も
同
席
し
た
。
民
政
司
司
長
の
林
美
珠
氏
は
別
途
用
件
が
あ
る
の
で
、
挨
拶
後
、
退
席
し
た
。
そ
こ
で
、
科
長
の
羅
瑞
卿
氏
に
主
と
し
て
中
央
地
方
関
係
、
地
方
(
自
治
体
)
の
事
務
と
税
財
源
、
地
方
公
務
制
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
逆
に
、
羅
氏
は
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
に
関
心
を
抱
き
、
質
関
さ
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の
背
景
・
要
因
や
狙
い
な
ど
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
と
こ
ろ
で
、
台
湾
の
政
府
改
造
、
と
り
わ
け
中
央
地
方
関
係
の
改
造
(
日
本
で
い
う
地
方
分
権
改
革
)
に
、
察
教
授
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
改
め
て
同
教
授
よ
り
改
革
過
程
と
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。
た
だ
、
政
府
改
の
造
は
、
陳
水
一
届
政
権
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
改
革
が
具
現
化
し
う
る
か
否
か
は
、
二
O
O
四
年
三
月
の
総
統
選
挙
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
二
六
日
は
、
首
都
台
北
市
と
の
比
較
対
象
と
し
て
選
択
し
た
地
方
都
市
の
花
蓮
市
(
人
口
約
一
O
万
)
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
二
七
日
に
は
、
日
本
の
町
村
に
相
当
す
る
郷
鎮
の
状
態
を
認
識
す
る
た
め
、
台
北
市
の
郊
外
に
あ
た
る
人
里
郷
淡
水
銀
の
二
j
三
の
里
を
散
策
す
る
形
で
視
察
し
た
。
そ
し
て
、
夕
方
に
か
け
、
台
北
市
の
書
庖
廻
り
を
二
五
九
